
2020 年度 福祉助成金（活動助成）成果報告書  

 

 

ふりがな いっぱんしゃだんほうじんうるふぃん 

団体名 一般社団法人 WOLFING 

代表者名 中西 俊介 

連絡先 

住所 岡山県瀬戸内市牛窓町牛窓 3274 
 

TEL 0869-24-8091 
 

E-mail info@wolfing.jp 

URL https://mikatana.wolfing.jp/ 
設立年（西暦）               2019 年 

助成活動名  不登校児及び傾向児を対象としたフリースクールの運営・施設改修    

助成額        700,0000 円 

活動内容 

目的 

 
不登校児童生徒数は、依然として高水準で推多しており、生徒指導上の喫緊の課題

となっている。2019 年 10 月 25 日に文科省より通知があった「不登校児童生徒への

支援の在り方」の中にある「不登校児童生徒に対する多様な教育機会への確保」で

は、不登校児童生徒一人一人の状況に応じて、フリースクールなどの民間の多様な

教育機会を確保することが必要である、と明記されている。しかし、受け入れの環

境整備は全国的に進んでいないのが現状である。 

 

【設置の目的】 

「学校に登校することを目標とするのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に

捉えて、社会的に自立することを目指す必要がある」、という支援の視点が文科省

から通知された今、当フリースクールは、不登校児童生徒の居場所及び教育機会の

確保を目的として設置した。 
 
当フリースクールがある岡山県の不登校児数 3963 名（送迎可能エリアでは瀬戸内市

59 名、隣接する岡山市 949 名及び備前市 46 名 計 1054 名）のうち約 100 名の日中

の居場所及び教育機会の確保が可能となる。 
 

内容 

【活動の対象者】小 1 から高 3 までの不登校児及び傾向児 

【想定参加者数】2020 年 5～20 名程  

【実施場所】 フリースクール Mikatana 岡山県瀬戸内市牛窓町牛窓 3274 

【実施スケジュール】 2020 年 4 月 1 日～2021 年 3 月 31 日 

【活動概要】 

1.遊び 

・室外では「釣り」「海水浴」「ボール遊び」「土遊び」、室内では「工作」「レ

クリ エーション」「ものつくり」など、遊びの中から体験的に学ぶ活動を取り入

れる。 



・敷地面積１万坪のキャンプ施設（岡山県瀬戸内市）を持つ啓明学院（兵庫県神戸

市）と連携し、キャンプインストラクターの資格を持つスタッフの指導のもと、キ

ャンプ体験、自然体験を行い、友達作りをしやすい環境を作る。 

・プログラミングを学べ、遊びが学びに直結する「ドローン」を教材として取り入

れる。 

2.ものつくり 

・「ものつくり」の盛んな地域に所在している利点を活かして、「木工」「陶芸」

「手芸」「調理」「畑」「染物」など、時には地元の専門家の方をお招きして取り

組む。 

3.学習 

・学年の区切りを無くし、その子自身の学習の理解度や進度に合わせた、無学年方

式を取り入れる。 

・自分のペースで、学びたいと思えたタイミングで学習を進められるようにする。 

・学べるメニューは算（数）、国、英の科目に加えて、木工、音楽、運動、デザイ 

 ン、プログラミングなど幅広いメニューで子どもの意欲を促す。 

・学ぶ意欲が無い状態ならば、学習を強制せずに子どもの状況を最優先にし、遊び

や静かに過ごすメニューを中心に行う。 

・《英語（English）》 

ネイティブな発音での英語学習。実際に使えるようになる英語の習得を目指す。 

（外国人の先生をゲストに呼んで、遊びながら使える英語を習得する場面を設け

る。 

・ICT を使ったプログラミングの授業やデザインの授業を取り入れ、将来の選択肢

や可能性を広げる。 

成果 

 
2020 年 4 月から 2021 年 3 月までの 
・問い合わせ総数 54 名 （内、県外からの移住を含めた問い合わせ 9 名） 
・不登校児及び傾向児の受け入れ件数  
  日中一時支援制度を使用しての受け入れ 13 名 
  フリースクールとして受け入れ 3 名 
 合計 16 名 
・県内遠方及び県外からの移住件数 3 名（福岡県 1 名、奈義町 1 名、岡山市 1 名） 
※東京都、埼玉県の方は、2021 年中に移住を予定している 
 

今後の課題と対
応策 

【課題】問い合わせを頂いても受け入れに至らなかった数が半数以上であること 
 
1. 本人が体験に来れない、来れても中に入れない、コミュニケーションに時間がかかる 

対応策：訪問支援の導入（2021 年度導入予定） 
2. 問い合わせの多くが瀬戸内市以外であるなど遠方であること 

対応策：岡山市までの送迎の開始（2021 年 4 月より開始済み）、県外からの問い合わせは
移住支援団体などとの連携を図る 

3. 金銭面のハードル 
フリースクール費用の助成制度が一部の他県では開始されている。引き続き岡山県での開
始を求めていく 

 



写真の提出 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


